


子どもの誤飲や誤嚥
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皆さんは「誤飲」や「誤嚥」と言った言葉を聞いたことがあるでしょうか。食べ物で

ない物を飲み込んでしまった場合や、たとえ食べ物であっても空気の通り道に誤って入

ってしまった場合には症状を呈する場合があるので注意が必要になります。どんなに気

をつけていても、小さなこどもはなんでも口に入れてしまうものです。本日は、どんな

物を口に入れてしまうと危険で、家庭ではどのように対応できるかについてお話したい

と思います。

知っておきたい、けいれんのこと
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皆さまは、けいれんにどのようなイメージをお持ちでしょうか？発熱や咳といった症

状と比べると怖いイメージをお持ちの方が多いかと思います。また、「けいれんの時の

応急処置は？」「すぐに病院に行った方がいい？」「けいれんがあるとてんかんになる？」

「熱性けいれん予防には解熱薬を使う方がいいの？」など様々な疑問をお持ちかもしれ

ません。

実は、けいれんは、こどもにとって、それほど稀な症状ではありません。そこで正

しい知識を得て備える必要があります。本日は、けいれんに関する知っておきたいこと

を、科学的なデータに基づいて、かつ、なるべくわかりやすくお話したいと思っていま

す。


